

















































トを含む）（Krashen,1982., Krashen and Terrell,1983., Chaudron,1983., Parker and Chaudron,1987., Yano, Long,
Ross,1994., Chaudron and Richards,1986 etc）、アウトプット（Swain,1995 etc）、インタラクション（相










































































































































































































































































































の学生は和文英訳練習プリントで“I don’t like an apple.”, “I don’t eat meats.” と基本構文を
問題なく書けていた。ところが、“fun（扇風機）”という答について英文ヒントを与えて
相手に当てさせるクイズ活動の際、この学生は自分で考えたヒントとして、“（冬は） I



































































じたら No ! と言って下さい。」と告げてから、“（食事する時には）I use chopsticks.”と教
師が言う（←日本の文化なので学生が“I use chopsticks. !”とリピートすれば OK）。
また少し自己表現に近づいた段階では、決まりきった固まりのある表現の一部を
考えさせて話す活動をする。（ex.“I like to eat , but I don’t like to eat .” 学生は好きな






しさせる。英文中の誤情報：“There were a young man and a young woman. He went to a
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